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響
こ

農
例
会
 

か
ら
 

△
要
旨

▽
 

四
十
九
年
第

一
回
定
例
議
会

を
開
会
す
る
に
あ
た
り
所
信
の

一
端
を
申
し
の
べ
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
仰
ぎ

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

ま
ず
最
初
に
四
十
九
年
度
の

財
政
見
通
L
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
国
の
予
算
に
お
き
ま

し
て
、
前
年
度
で
三
二
・
二
％

も
伸
び
た
公
共
事
業
費
の
伸
び

率
が
新
年
度
で
は
ゼ
ロ
と
な
り

物
価
の
上
昇
を
考
慮
す
れ
ば
、
 

実
質
的
な
事
業
量
と
し
て
は
、
 

昭
和
四
十
七
年
度
の
水
準
以
下

に
な
ろ
う
と
い
う
の
が
お
お
か

た
の
見
方
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
総
需
要
抑
制
 

に
対
し
て
も
国
と
基
調
を
ひ
と

つ
に
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
所
得
税
の
二
兆
円
減

税
実
施
に
伴
な
う
住
民
税
へ
の
 

ね
返
り
も
た
さ
く
、
“1
巾
一
一
 
 

？
 
お
い
て
も
約
三
千
六
十
万
円
で
 

‘
あ
り
、

地
方
財
政
は
、
か
つ
て

な
い
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た

情
勢
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
公

共
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道

一

〇
「
号
線
の
交
通
安
全
施
設
、
 

拡
幅
整
備
、
改
良
が
見
込
ま
れ

河
川
公
園

整
備
事
業
が
認

め
 

i
 
ら
れ
た
こ
と
は
、
建
設
省
当
局
 

一m
 
の
特
段
の
ご
配
慮
に
よ
る
も
の
 

発
 
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

四
十
九
年
度
の
予
算
編
成
方

針
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
あ
げ

ま
す
と
、
企
業
会
計
、
特
別
会

計
等
本
来
独
立
採
算
的
性
格
の

強
い
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

現
在
の
社
会
経
済
の
激
変
に
よ

り
、
心
な
ら
ず
も
必
要
最
少
限

度
の
料
金
引
き
上
げ
を
実
施
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
 

ま
こ
と
に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
 

で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
議
員
各

位
を
 
は
じ
め
、
 各
審
議
会
委

員
、
 「
あ
な
た
の
 意
見

を
聞

く
集
い
」
に
お
け
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ご
手
数
を
煩

ら
わ
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
ご
高
配
に
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
 

こ
の
う
え
は
、
答
申
の
趣
旨

を
十
分
尊
重
い
た
し
て
今
後
経

営
意
識
を
厳
し
く
律
し
、
よ
り

一
層
行
政
効
率
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
市
民
の
信
託
に
応
え

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

し
か
し
、
 一

般
会
計
に
つ
い

て
は
、
諸
物
価

高
騰
の
な
か
に

あ
り
な
が
ら
も

過
去
三
年
余
に

わ
た
り
実
施
し

て
参
り
ま
し
た

公
共
料
金
凍
結

の
原
則
を
つ
ら

ぬ
き
、
今
後
と
 
 

も
年
間
二
十
万
件
に
の
ぼ
る
使

用
料
、
手
数
料
を
凍
結
し
叫
市

民
生
活
の
安
定
確
保
に
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

．
な
お
、
水
道
料
金
の
改
定
に
 

」
‘
 

よ
り
直
接
影
響
を
う
け
る
松
島
 

町
排
水
施
設
使
用
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
料
率
百

分
の
八
十
を
百
分
の
七
十
に
引

き
下
げ
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
 

ま
た
、
市
税
の
減
税
に
つ
い

て
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
の

市
民
税
の
減
税
以
来
、
順
次
税

率
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
が
四
十
九
年
度
も
そ

の
基
本
方
針
に
は
変
り
な
く
、
 

固
定
資
産
税
の
税
率
を
百
分
の

一
・
七
か
ら
百
分
の
一
・
六
五

に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
面

積
ニ
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か
る
税

の
軽
減
を
実
施
し
、
物
価
の
高
 

騰
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
市
民
負

担
を
い
さ
さ
か
な
が
ら
軽
減
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

こ
の
措
置
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
減
税
は
、
税
率
引
き
下
げ

に
よ
る
分
、
「
約
八
百

五
十
万

円
、
小
規
模
住
宅
用
地
の
軽
減

分
約

一
千
六
百
万
円
、
あ
わ
せ

て
二
千
四
百
五
十
万
円
に
な
る

見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
に
諸
般
の
情
勢

に
よ
り
、
四
十
九
年
度
の
予
算

編
成
は
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
が
最
少
の
経

費
を
も
っ
て
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る
の
が
行
政
の
使
命
で
あ
り

ま
す
の
で
重
点
的
か
つ
効
率
的

運
用
に
よ
っ
て
健
全
財
政
の
堅

持
に
努
め
「
市
民
福
祉
の
充
実

と
環
境
の
整
備
」
を
施
策
の
柱

と
し
て
、
市
民
の
幸
せ
と
市
の

振
興
発
展
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
 

第

一
点
の
福
祉

D
充
実
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
し

か
ら
新
レ
く
は
疋
め
る
市
単
独

事
業
と
し
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
 

に
対
す
る
テ
レ
ビ
の
助
成
、
寝

た
き
り
老
人
に
対
す
る
寝
具
の

乾
燥
消
毒
の
助
成
を
実
施
し
、
 

そ
の
ほ
か
ひ
と
り
暮
し
の
老
人

に
対
す
る
給
食
、
長
期
療
養
者

へ
の
法
外
援
助
、
 生
活
保
護
家

庭
に
対
す
る
水
道
料
の
基
本
料
 

改
定
分
の
助
成
も
実
施
す
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。
 

身
体
障
害
者
、
椿
薄
者
福
祉

と
し
て
は
、
補
装
具
修
理
費
の

免
除
、
施
設
入
所
者
の
負
担
軽

減
を
実
施
し
、

国
保
関

係
で

は
、
高
額

療
養
費
の
公

費
負

担
、
助
産
費
、
葬
祭
費
の
給
付

引
き
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
と
 

t
か
ら
市
民
の
火
葬
場
使
用
料

を
無
料
に
す
る
考
え
で
す
。
 

第
二
点
の
環
境
の
整
備
で
あ

り
ま
す
が
浅
瀬
石
ダ

ム
か
ら

一

万
八
千
ト
ン
の
水
資
源
を
確
保

し
、
将
来
に

備
え
る
と
と
も

に
、
下
水
道
事
業
へ
の
着
手
、
 

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
高
瀬
処

理
場
前
処
理
施
設
の
新
設
な
ど

に
ま
っ
て
生
活
環
境
の
整
備
を

図
り
、
市
道
な
ど
生
活
道
路
の

整
備
街
路
事
業
、
交
通
安
全
施

設
の
充
実
、
区
画
整
理
事
業
第
 

ー
工
区
の
整
備
お
よ
び
第
ニ
工

区
な
ら
び
に
組
合
施
行
分
の
計

画
策
定
等
に
よ
っ
て
都
市
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
 

ま
た
、
圃
場
整
備
事
業
の
推

進
、
新
農
業
 
セ
ン
タ
ー
 
の整

備
、
農
道
お
ょ
び
農
免
道
路
整

備
事
業
、
水
稲
種
子
更
新

へ
の

助
成
、
中
小
企
業
育
成
対
策
強

化
、
農
村
工
業
拠
点
団
地
実
施

計
画
の
策
定
等
に
よ
っ
て
生
活

環
境
を
整
備
し
、
産
業
の
振
興

発
展
を
促
進
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
 

さ
ら
に
，
 岩
木
川
河

川
公

園
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
建
設

へ

の
着
手
、
 
フ
ラ
ワ
ー
 
セ
ン
タ
 

ー
、
国
体
ゾ
ー
ン
の
整
備
、
小

鳥
の
森
運
動
推
進
等
に
よ
っ
て

自
然
環
境
の
整
備
を
進
め
、
第

二
中
学
校
の
継
続
事
業
促
進
、
 

中
央
小
学
校
の
増
築
、
こ
と
ば

の
教
室
開
設
、
高
等
看
護
学
院

等
の
充
実
を
図
り
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
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競
言」
報
齢
鯵」
 

明
確
に
打
ち
出
さ
れ
地
方
財
政
 

愛
春
葦
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釦
糸
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一
 

花
と
離
麟
轟
 

麟
難
難
難
一
 

「
柏
」
と
書
き
、
山
地
性
の

落
葉
高
木
で
、
津
軽
の
古
い
子

ど
も
た
ち
は
「
キ
ユ
ウ
ラ
モ
ン

ス
ケ
の
木
」
と
呼
び
、
今
の
子

ど
も
た
ち
は
 
「
ド
ソ
 
グリ
の

木
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
 

自
然
を
よ
く
観
察
し
て
い
る

人
な
ら
気
が
つ
い
て
い
る
こ
と

と
思
う
が
、
こ
の
木
は
落
葉
木
 

②
 

一
 
（
r
 一
 

オ
で
 

728二にを濡番復ルへ、 

   

助役応接室で 

 

市
 
で

は
、
こ
の

ほ
ど
小
、
 

中
学
校
の

遺
児
百
六

十
八
人
に

入
学
と
卒

業
の
祝
金

九
十
七
万

円
を
贈
っ

て
励
ま
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は

昨
年
四
月

一
日
に
発

足
し
た
市
 

I

5
・‘
・
・
、・
I
、
5

z
“
、
“‘
、

I
5

"

‘
，ンg
く

，
？
ミ
く
I
'
,
“

「

“

ー
ー
ー

？

で
あ
り
な
が
ら
秋
が
す
ぎ
冬
に
 

っ
た
o
 
こ
の
た
め
枯
れ
て
も
  
《
 

な
っ
て
も
枯
れ
た
葉
を
枝
に
っ
 
葉
が
落
ち
な
い
で
 
い
る
 
の
で
 ー
 

け
た
ま
ま
で
 
い
る
変
り
者
で
 
す
o
 

す
。
枯
葉
に
な
っ
て
い
な
が
ら
 

清
少
納
言
は

「
柏
木
い
と
を
 

ど
う
し
て
落
ち
な
い
の
か
調
べ
 

か
し
、
葉
守
の
神
の
い
ま
す
ら
 

四
十
八

年
度
で
休

耕
奨
励
金

が
打
ち
切

り
に
な
る
 

1
 

の
で
、
市

の
休
耕
面

積
七
百
一
一

十
八
紛

（
 

通
年
施
行

も
含
む
）
 

の
稲
作
復

元
を
し
、
 

不
耕
作
田

の
な
い
よ

う
に
し
ま
 

！
、
 
し

よ
う
。
 

r
罫
 

市
の
休
 

・

耕
田
稲
作

復
元
推
進
対
策
本
部
は
、
四
十

九
年
度
の
稲
作
復
元
方
針
を
次

の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。
 

休
耕
田
に
稲
の
作
付
を
す
す

め
る
に
当
っ
て
次
の
点
を
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

水
田
に
か
え
す
方
法
、
肥
料

を
や
る
量
、
肥
培
管
理
な
ど
栽

培
に
 
つ
い
て
は
、
 農
業
改
良

普
及
員
や
、
農
協
営
農
指
導
員

に
十
分
相
談
し
、
品
質
の
よ
い

米
を
生
産
す
る
よ
う
に
努
め
ま

し
よ
う
。
 

復
元
田
に
は
レ
イ
メ
イ
等
を
 

復
元
田
は
生
育
や
出
穂
が
遅

れ
、
倒
伏
な
ど
で
減
収
す
る
た
 

，
 

め
早
熟
性
で
強
か
ん
の
も
の
が

適
し
ま
す
。
 

（
レ
イ
メ
イ
、
 シ
モ
キ
タ
な

ど
）
 

十
ア
ー
ル
ニ
千
円
補
助
 

四
十
八
年
度
の
単
純
休
耕
田

と
寄
託
休
耕
田
が
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
す

（
通年
施
行
は
除
 

く
）
 

 四
十
八
年
度
で
秋
起
し
、
四

十
九
年
度
に
作
付
し
た
生
産
者

に
十
ァ
ー
ル
当
り
、
千
円
を
交

付
し
ま
す
。
 

四
十
八
年
度
の
休
耕
田
で
四

十
九
年
度
で

春
起
し
、
 稲
作

復
元
し
た
生
産
者
に
十
ァ
ー
ル

当
り
一
一
千
円が
交
付
さ

れ
ま

す
。
 

今
年
も
申
告
は
新
た
に
 

I
こ
と
し
は
希
望
に
よ
る
稲
作

転
換
（
転
作
）
方
針
で
あ
り
ま

す
が
昨
年
に
引
き
続
き
同

一
水
 
 

田
を
稲
作
転
換
す
る
場
合
で
も

必
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

稲
作
復
元
す
る
方
も
必
ら
ず

由
ん盲
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
告
は
ニ
十
日
ま
で
 

「
稲
作
転
換
実
施
計
画
書
」
 

と
「
休
耕
田
稲
作
復
元
実
施
計

画
書
」
を
共
に
四
月
二
十
日
ま

で
市
農
林
課
で
受
け
付
け
し
ま

す
。
 

両
方
共
に
申
告
の
な
い
方
は

補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
申
し
添
え
ま
す
。
 

申
告
書
は
農
林
課
に
あ
り
ま

す
。
 

税
の
処

分
に
不
満
 

異
議
の

申
立
て

を
 

税
務
署
か
ら
税
額
の
更
正
や
 

ん
も
か
し
こ
し
。
兵
衛
の
督
、
 

佐
、
尉
な
ど
と
い
ふ
も
を
か
し
 

」
と
書
い
て
い
る
が
、
古
い
時
 

決
定
を
受
け
た
り
、
財
産
の
差

押
え
を
受
け
た
場
合
な
ど
で
、
 

そ
の
処
分
に
納
得
で
き
な
い
と

き
は
、
税
務
署
に

「
異
議
申
立

て
」
を
す

る
こ
と
が
 
でき
ま

す
。
 

そ
の
申
立
に
対
す
る
税
務
署

の
決
定
に
も
納
得
で
き
な
い
と

き
に
は
、
さ
ら
に
国
税
不
服
審

判
所
に

「
審
査
請
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
税
不
服

審
判
所
は
、
国
税
局
や
税
務
署

か
ら
独
立
し
た
機
関
で
、
納
税

者
の
不
満
を
解
決
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
ど
ち
ら
も
手
続
き
が
簡

単
で
費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
か

ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
 

1し
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

遺
児
入
学
祝
金
等
支
給
条
例
に

も
と
づ
き
、
交
通
事
故
な
ど
の

諸
災
害
で
両
親
の
い
ず
れ
か
を

失
な
っ
た
子
供
た
ち
を
励
ま
し

健
全
な
育
成
を
願
う
も
の
で
す

入
学
祝
金

（
小
、
中
学
校
）
 

は
ひ
と
り
五
千
円
、
卒
業
祝
金
 

（
中
学
校
）
は
ひ
と
り
七
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
三
月
十
六
日
遺
児

た
ち
の
保
護
者
を
招

き
岩
館

助
役
か
ら
祝
金
を
手
渡
し

「
さ

さ
や
か
で
す
が
、
学
費
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
市
で
は
ま
た
こ
れ
ら
入

学
、
卒
業
生
の
 
ほ
か
に
現
在

小
、
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

遺
児
た
ち
五
百
十
人
に
鉛
筆

ー
 

ダ
ー
ス
と
ノ
ー
ト
二
、
三
冊
づ

つ
を
贈
り
ま
し
た
。
 

執
務
時

間

は
四
時
 

四
十
五

分
ま
で
 

『
市
の執
務
時
間
が
四
月
一
日

か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

◇
月
曜
日
ー
金
曜
日
 
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四

十
五
分
ま
で

（
昼
の
休
憩
時
間

は
午
後
零
時
ー
午
後
零
時
四
十

五
分
ま
で
）
 

◇
土
曜
日
 
午
前
八
時
三
十

分
ー
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
 

で
 

ま
 

議
 

n
v
 

り
‘」
 

月
 

月

4
 

‘孤
 

●

lI
」

・

叫
一
］
】
 

力
 
シ
 ワ
 

（
。フ
ナ

科

）
 

r. 

て
み
た
と
こ
ろ
、
他
の
落
葉
木
 
代
に

は
こ
の
木
に
神
が
宿
っ
て

で
は
枯
葉
が
つ
い
て
い
る
枝
の
 

い
る
と
あ
が
め
て
い
た
よ
う
で

と
こ
ろ
が
コ
ル
ク
質
に
な
っ
て
 
あ
る
。
 な
ぜ
古
人
が
こ
の
木
を

し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
カ
ッ
ワ
 
神
宿
る
木
と
し
た
か
は
別
の
機

に
は
そ
れ
が
発
達
し
て
い
な
か
 
会
に
述
べ
た
い
と
思
う
。
 

一
、
く
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．、
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f
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I
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一
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、
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？
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、
ぐ
f
？
、
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f
J
，
、
て
？
一
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？
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、．,
‘
，
、
七
？
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．
、
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、
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'
 

卒
業
・
入
学
お
め
で
と
う
 

遺

児
に

祝
金

を
贈
る
 

、
 

t
 



田植えの共同作業風景 

③
 

4. 19 
（金） 

贈驚筆築戸付近） 1 
水野尾（集会所） 
富マス（中川武宅前） 

播こ難 
3.40~ 4.20 
4.30~ 5.00 

4・22 

（月） 

大刀打（山形豊太郎） 
一・野坪（対馬静賢宅） 	10 
中村（小野千代造宅） 	日.00 
馬性（対馬堅一宅） 
悪戸（高橋リンゴ店） 	13 
宮田（渋谷六郎宅） 	13 
川代田（外崎嘉四太郎）14 

0 00~ 
.30~ 

~ 

.00-13 

.40--14 

.l0-14 

0.20 
0.5し 
1・30 

・30 
.00 
.41 

4・23 

（火） 

尻無（農協前） 	旧．し0..ル.20 
十川町（吉村商店前） 	10. 33~il 
添川（神社前） 
松島団地（松島ストア前)i2.30-B.01 
ク 	(8丁目バス停） 	13 19-13.5[ 
I, 	（管理事務所） 	14.00-15.0C 

4・24 

（水） 

共栄集会所 
長富集会所 
毘沙門支所 
桜田屯所前 
沖飯詰集会所 
桃崎（バス停前） 

n
》
0
1
13
3
4
  

3
・1
0
3
2
C
  

rし
（Lし
t
C
,
 

《ー
  

U
4
2
0
4
3
  

、
 
？
 

?
 

?
 

？
 
、
  

0
6
0
0
0
0
  

0
・
ー
〔
ノ

‘
3
4
にJ
 
 

4・25 

（木） 

川山支所 
種井集会所 
福井（警鐘台下） 
鶴ケ岡（三好支所） 
藻川上（農協倉庫） 
ク 下（屯所前） 

0.00へ i 
1 .00~I 
1.30~i 
3.00-
3.40- 
4.20.- 

‘ー
、Iー
、t
 
、
！
‘
し
 

 

.
 

．
 

一
 

‘
 

・
 
 

0
1
〔
‘3
4
5
  

4
2
0

っ
J
'
10
  

4・26 

（金） 

高瀬（集会所） 
田川（奈良商店前） 
新宮集会所 
新宮団地（集会所） 
小曲集会所 

0. 00.-
0.40-
1.30-
3.00- 
40し～ 

0
1
1〔
ノ』3
4
  

3
rし
0
3
4
  

‘
し
 しC
r
し
r
】
 
 

●
 

●
 

●
 
●
 
．
 
 

’ 

5・ 7 

（火） 

俵元（警鐘台下） 
原子（旧検問所跡） 
前田野目（西塚商店前） 
ク 	（中村公民館） 
派立（新谷哲一宅） 
高野（神社前） 

0
1
12
3
4
5
  

‘
し
（
し
！‘
、t
r
・
、“
し
 

？
 
、
 

、
 
？
 
、
 
、
 

 

0
0
・
・3
3
4
  

0
0
0
0
0
0
  

3
3
1
1
3
0
0
 

 

0
4
4
0
4

・l
  

■
 

．
 

●
 

●
 

．
 

.
 
 

!
  

5・8 

（水） 

梅田上（成田理容所前） 
ク 中（梅沢支所） 
ク 下（教円寺前） 
中泉集会所 
羽野木沢支所 
持子沢（小笠原商店前） 

10.00~ 
iO.30~ 
Ii .00-
11 .30---
13.00-
14.00~ 

（
ノ
一
に

J

<
“

、
に

U

《
ョ
、
  

一
、C
0
。
 
nし
 
 

0
0
・
・〔
‘3
4
  

●
 

●
 

●
 

●
 

．
 

.
 
 

5・9 
（木） 

平和町集会所 
西北教育事務所 
三道会館 

10- 
~ 0~ 
10- 

11 .01 
12.01 
15.0C 

】
 

 人
 
ホ
 

ム
 
前
 

老
前
 

、
 
＼
 
、
 

、
  

り
徐

井
分
署
所

町
院
前
前

平
島
防
険

下
敷
消
保
 

春季狂犬病の予防 

注射と登録 

愛犬家の皆さん、狂犬病の予防注射と登録をす 

る季節になりました。登録は年に一回、注射は春 

と秋に二回受けなければなりません。 

五所川原保健所では、次の日程で行ないますの

で、必らず受けてください。 （登録と注射を受け

ないと狂犬病予防法第四条または五条の違反で三

万円以下の罰金に処せられます。 ） 

▽登録料金 一匹につき 300円 △注射料

金 一匹につき460円 

日程以外の登録と注射の料金は1, 000円徴

収されます。 次の日程のうちつごうのよい場所で

もけっこうです。 

月 	日 実 施 場 所 	~実施時間 

湊団地集会所 	10.0こへョ0・3 
三ッ谷（坂本甚作宅前）10,40~i 1.00 

4・15 稲 9J毛所箭’ーー一… l1.厄～n.3t 
姥落神社前 
循見屯所前 3. iU-13.30 
去田農協前 
七ッ館く工藤トコャ前） 4 .20γ1主I〕I 
浅井（一戸商店） 0.00-10.3C 

4・16 福山集会所 
豊成（石岡源造宅） 

（火） 野里（前田商店前） 
神山（松野商店前） 4.30.--巧.01 

商
商
男
 
店
店

宅
 
前
前

う
 

木
上
治
所
  

4
  

0
1
1，
ー。L
3
4
  

3
0
4‘・

ー3
3
  

、
 
？
 

?
 

?
 
?
 

?
  

0
0
0
0
0
0
  

U
4
2
5
0
5
  

々
三
岡
会
所
所

福
松
若
石
戸
朝

佐
く
石
集
会
会

岡
野
山
田
沢
日

く
木
く
坂
集
集
  

，ー
 
、
、ノ
  

0
0

・
ーー
（
'J
コ
u
 
 

H
 
は
  

4
 
1
8
 

)
  

・

‘・
〔
ノ
‘
ュ〕d

，
にJ
  

0
1
'
3
34
  

2
0
3
2
3
  

0
3
0
5
4
  

、
 
、
 
？
 

、
 
、
  

所
会
口
口
童

飯
岩
平
大
金

詰
崎
町
開
山

支
集
入
入
児
  

0
0
0
0
0
  

木
 
所
 
館
 

吹畑松島支所 	10.00~il .31: 
4・19 石岡（精米所） ~ OC 
（金） 二本柳（寺田惣吉宅） 	n10~i I .31: 

舞
植
え
男
女
と
も

ニ
千
円
 

農
1
1標
準

額
定
 め
 ス
w
 市

農
業
委
員

会
は
 
こ
の
 ほ

ど
、
四
十
九
年

度
の
「
農
業
日

雇
賃

金
」
 
と
 

「
耕
う
ん機
な

ど
農
業
機
械
賃

借
料
」
の
標
準

額
を
定
め
ま
し

た
。
 

新
年
度
の
標

準
額
は
、
諸
物

価
の
値
上
が
り

と
人
手
不
足
を

反
映
し
前
年
度

よ
り
平
均
ニ
〇

％
ほ
ど
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
 

.
 

標
準
額
は
次

の
と
 
お
り
で

す
。
 農

業
日
雇
賃
金
 

▽
水
田
 
▽
田
植
（
一
日
当

り
賄
な
し
）
男
女
二
千
円
▽
除

草

（同
）
男
女
千
八
百
円
▽
稲

刈
（
同
）
男
二
千
円
、
女
千
九

百
円
、
島
刈

（
一島
十
把
）
一
一

十
四
円
▽
脱
穀
調
製
（
一
日
当

り
賄
な
し
）
男
千
九
百
円
、
女

千
八
百
円
 

▽
畑

（
り
ん
ご
）
▽
り
ん
ご

英
定
（
特
技
者
を
除
く
）
 
（
一

日
当
り
賄
な
し
）
二
千
四
百
円

△
人
工
交
配

（
同
）
男
女
千
七

百
円
▽
摘
果
（
同
）
男
女
千
七

百
円
▽
袋
掛

（
一
日
当
り
能
力

三
、
五
〇
〇
枚
）
男
千
四
百
円

女
千
八
百
円
、
同

一
把
当
り
1
1
1
 

十
八
円
▽
薬
剤
撤
布
（
一
日
当

り
賄
な
し
）
男
千
八
百
円
、
女

千
七
百
円
▽
収
穫
作
業
（
同
）
 

男
女
千
六
百
円
△

一
般
農
作
業
 

（
同
）
男
千
八
百
円
、
女
千
六
 

百
円
 

耕
う
ん
機
な
ど
賃
料
 

▽
耕
う
ん
機
 
▽
田
打
砕
き
 

（
一
〇
7
1
ル
当
り
）
二
千
六

百
円
▽
畑
打
砕
き

（
同
）
二
千

五
百
円
▽
田
荒
し
ろ
か
き

（
同

二
回
）
二
千
百
円
▽
田
植
し
ろ

か
き
（
同
）
千
九
百
円
▽
耕
起
 

ー
し
ろ
か
き

（
一〇

7
1
ル
当

り
）
六
千
二
百
円
▽
田
薬
剤
撒

布

（
同
）
六
百
六
十
円
▽
全
自

動
脱
穀
機
（

一
日
当
り
一
人
付

き
）
九
千
六
百
円
▽
バ
イ
ン
ダ
 

ー
（
糸
持
一
〇
ァ
ー
ル
当
り
）
 

五
千
五
百
円
▽
草
刈
機
（
一
日

当
り
）
五
千
百
円
▽

ハ
ー
ベ
ス
 

・

タ
ー
（
人
付

一
〇
ァ
ー
ル
当
り
 

）
三
千
六
百
円
 

耕
う
ん
機
な
ど
借
料
 

▽
耕
う
ん
機
（

一
日
当
り
）
 

六
千
円
▽
脱
穀
機

（
全
自
動
）
 

（
同
）
六
千
円
▽
オ
ペ
レ
ー
タ
 

ー
な
ど
の
賃
金
一
日
当
り
三
千

三
百
円
、
 一
時
間
当
り
四
百
八

十
円
 



紀 Lらせ 

④
 
」
 

な
お
、
発
起
人
は
、
佐
々
木
 

栄
造
、
村
上
純
」
、
小
山
吉
之

助
の
三
氏
で
す
。
 

ぢ 	 旧市内のゴミ収集日程 

△収集町内名 （ 4 月 1 日から実施） 

曜日 ~ 	町 	 内 	 名 

月
・
木
 

上平井町・中平井町・平井町・下平井町・十
川町・尻無一商I・錦町・幾島町・柏原町・大
町・旭町・敷島町・末広町・新宮末広町・新
宮団地・寺町・岩木町・さっき町・ひなだ町 
・東雲町 

火

・
金
 

松島町・元町・柳町、第一、第二・弥生町・
東町・田園調布・川端町・鎌谷町・栄町・田
町・裏田町・新町・本町・布屋町・ハイカラ
町・平和町・成田町・湊団地嘩」ど」、曲プ部 

土 毎週土曜日‘刻日市内の不燃物収集 

鷲需藩灘難鱒費裁で出 
蕪無ゴは瓶籍乱裁皆鷲難鷺護 

’議撫 (翼 (5警饗鷺賞てる 

、J
、
、ノ、
、ノ

ご

イ
ロ
 
ハ
 

△
‘
く
く
 

(*) 

⑧
 

如I 

人 

プ I勺
グ） 

十灸 

I,今 

四
月
十
日
締
切
り
 

市
で
は
、
弘
前
大
学
の
協
力

で
検
診
車
に
よ
る
「
婦
人
病
検

診
」
を
次
 
の
要
領
で
行
な
い

ま
す
。
お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
 

ー
 
の
検

診
日
凄
、
直
接
通
知
し
ま
 

，
 

す
。
 

▽
検
診
日
時

f西
月
一
一
十

二
、
二
十
三
、
二
十
四
日
の
三

日
間
。
正
午
か
ら
午
後
三
時
ま

で
 ▽

対
象
者
 
満
三
十
五
歳
以

上
の
婦
人
。
た
だ
し
市
内
に
居

住
し
て
い
る
方
。
 

▽
検
診
場
所
 
三
道
会
館
前

▽
申
込
場
所
 
市
健
康
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
、
市
農
協
、
 

七
和
農
協
指
導
部
 

▽
申
込
締
切
 
四
月
十
日

な
お
、
お
申
し
込
み
に
は
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
世
帯
主
氏

名
が
必
要
で
す
。
料
金
は
、
九

百
円
の
う
ち
個
人
負
担
が
四
百

五
十
円
で
す
。
 

‘莫 
'7: 
J去
金 

‘こ 

~ー 

ノJ 
III 

警察では、市民の協力により増加傾向にある交通事故を減らすた

め、事故に直結する「無免許運転」 「酒酔い運転」 「スピード違反」 

「無理な追越し運転」 「歩行者保護義務違反」の取締りを巌重に行な

いこれらの違反者に対しては ①無免許、酒酔い運転は現行犯逮捕す

る②車を運転する者に対し、酒類を提供したり、すすめたもの、無免

許運転者に車を貸したものは同罪として処分する 方針です。 

なお、当署管内では、三月 十四日 現在、三十三件（昨年比一八件

減）で、事故による死者（昨年比一人減）はありませんが、四十五人 

（同一八人減）がケガをしております。 【市内の国道 101号線で】 

I 

、 
' 

ノ 

' 

、 

郵鱗響費嵐難鰯 

, 一」一 ‘，一．一 ‘．一．一‘」一 ‘，‘一，」, 一 一．一 ‘ 一 一“I 

本
町
の
士
田
さ
ん
 

市
内
本
町
の
上
田
義
一
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
「
五

所
川
原
市
教
育
振
興
会
」
 
の基

金
に
と
現
金
十
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

昨
年
に
続
き
二
回
目
で
、
上

田
さ
ん
は
「
健
在
な
限
り
毎
年

続
け
た
い
」
 と
 
い
って
 
いま

す
。
 出

版
祝
賀
会
 

奈
利
田
浮
城
氏
 

マ
ル
チ
ン
株
式
会
社
社
長
、
 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
長
の
成

田
不
二
雄
氏
（
筆
名
奈
利
田
浮
 
 

城
）
 
は
こ
の
ほ
 

ど

「
小
説
・御

所

河
原
」起
源

史
」
を
著
し
出

版
祝
賀
会
を
次

の
日
程
で
行
な

い
ま
す
。
 

」
 
△

と
き
 
四
 

月
十
日
（
水
）
午
後
六
時
か
ら

△
と
こ
ろ
 
本
町

「
鶴
又
ビ

ル
」
 三
階
ァ
ラ
ス
カ
 

△
会
買
 
二
千
円

（
当
日
ご

持
参
願
い
ま
す
）
 

△
受
付
 
参
加
希
望
者
は
、
 

四
月
六
日
（
土
）
ま
で
、
市
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
（
電
話
④
三
 

】
九
二
番
へ
）
 

略
歴
、
川
柳
「
岩
木
吟
社
」
 

同
人
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所

副
会
頭
、
紺
綬
褒
章

受
章
な
 

二
年
目
を
迎
え
た
財
団
法
人
 

「
五
所川
原
市
教
育
振
興
会
」
 

に
二
月
中
旬
、
卒
業
を
ひ
か
え

た
一
高
校
奨
学
生
か
ら
感
謝
の

た
よ
り
が
届
い
て
い
ま
す
。
 

「ー
前
略
ー
 
私
、
在
学
中

は
貴
奨
学
会
ょ
り
奨
学
資
金
の

給
与
を
受
け
、
こ
の
三
月
無
事
 

雄
 

」
犀
間
の
高
校
生
活
も
卒
業
式

を
待

つ
ば
か
り
と
な

り
ま
し

た
。
こ
れ
偏
え
に
皆
々
様
は
じ

め
貴
会
の
絶
大
な
る
ご
支
援
の

賜
も
の
と
厚
く
感
謝
中
し
L
げ

て
お
り
ま
す
。
 

卒
業
後
は
、
銀
行
に
勤
務
の
 

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
お
立
 

《
 

．
 

ち
寄
り
の
節
に
は
激
励
下
さ
い

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
社

会
人
と
し
て
、
社
会
に
必
要
な

人
間
を
め
ざ
し
て
一
生
懸
命
努

力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
後
共
ょ
り
よ
い
ご
教
導
下

さ
る
こ
と
を
 
お願
い
申
し
 
上

げ
、
御
礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
」
 

「
社
会
に
必
要
な
人
間
に
」
 

奨

学
生
か
ら

た
よ
り
 

の
 

〇
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